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例
の
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
職
員
の
法
務
能

力
向
上
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

市
民
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
に
的
確
か
つ

柔
軟
に
対
応
し
、
地
域
の
課
題
解
決

を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
実
情
に
あ
っ
た
条

例
を
制
定
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
職
員
の
法
務
能
力
向
上
に

つ
い
て
は
、
研
修
等
の
実
施
に
加
え
、
平
成

26
年
４
月
か
ら
弁
護
士
資
格
を
有
す
る
特
定

任
期
付
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
、
地
域
の
課

題
解
決
を
図
る
た
め
、
高
い
法
務
能
力
を
有

す
る
職
員
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

し
て
雇
用
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
立
ち

直
り
た
い
人
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、
更
生
保
護
の
関
係
団
体
と
の
連
携
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

更
生
保
護
関
係
団
体
に
つ
い
て
は
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
趣
旨
に

賛
同
さ
れ
る
保
護
司
会
等
、
50
の
団
体
が
連

携
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
、
市
と
し
て

も
、
地
域
福
祉
推
進
の
観
点
か
ら
、
茨
木
市

総
合
保
健
福
祉
計
画
の
基
本
理
念
に
の
っ
と

り
、
更
生
保
護
の
推
進
に
協
力
し
、
何
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

更
生
保
護
の
取
り
組
み
と
し
て
、
保

護
観
察
中
の
方
を
臨
時
任
用
職
員
と

ル
実
施
さ
れ
て
い
る
自
転
車
通
行
帯
に
つ
い

て
、
今
後
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
幼
少
期
か
ら
年
代
ご
と
に
交
通
安
全

教
育
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

自
転
車
通
行
帯
は
、
通
行
空
間
の
確

保
や
歩
行
者
と
の
分
離
を
目
的
に

実
施
し
て
お
り
、
今
後
、
利
用
割
合
や
ア
ン

ケ
ー
ト
で
効
果
・
検
証
を
行
っ
て
い
く
。
安

全
教
育
は
、
就
学
前
に
は
保
護
者
に
対
し
て
、

小
・
中
学
生
に
は
年
代
別
の
教
育
が
必
要
で

あ
り
、
市
内
の
高
校
生
に
は
、「
自
転
車
通

学
運
転
免
許
証
講
習
会
（
※
１
）」
の
実
施

を
促
進
し
て
い
く
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑
を
12
月
５
日
と
６
日
の

２
日
間
に
わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
疑
の

一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報
ル
ー

ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず

れ
も
２
月
中
旬
予
定
）

 

自
転
車
事
故
を
な
く
す
取
り
組
み
は

市
内
の
自
転
車
事
故
件
数
は
、
こ
の

数
年
間
で
増
加
し
て
い
る
が
、
車
道

で
の
安
全
確
保
と
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
モ
デ

問

答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

一
般
会
計  

　
　
　 

　 

質
疑

補
正
予
算

　
地
域
に
応
じ
た
条
例
の
制
定
を

地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
条

問

答　
結
婚
相
談
事
業
な
ど
の
導
入
を

少
子
化
は
深
刻
な
課
題
で
あ
る
が
、

そ
の
対
策
と
し
て
、
結
婚
相
談
事
業

な
ど
、
結
婚
を
支
援
で
き
る
よ
う
な
取
り
組

み
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
生
産
年
齢

人
口
を
い
か
に
増
や
す
か
と
い
う
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
た
め
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

（
※
２
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

少
子
化
対
策
と
し
て
、
結
婚
に
関
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
先
進
自
治
体

の
婚
活
等
の
イ
ベ
ン
ト
や
結
婚
相
談
事
業
の

事
例
を
参
考
と
し
、
本
市
に
有
効
な
施
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
セ
ー

ル
ス
に
つ
い
て
は
、
本
市
で
住
む
、
働
く
、

交
流
・
活
動
す
る
人
口
を
拡
大
す
る
た
め
に
、

問答

　
更
生
保
護
推
進
の
取
り
組
み
を

問

答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
明
彦

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
米
川
　
勝
利

自転車通学運転免許証講習会 ： 茨木市と茨木警察署等で構成する 「交通事故をなくす運動」 茨木市推進本
部が主催し、 市内の高校生の交通安全意識の向上を目的に実施している講習会

（※１）

（※２）

高校生を対象に行われた講習会の様子

シティセールス ： 都市がもつ様々な魅力を対外的に、 より効果的にアピールし、 新たな交流人口や定住者の増
加など、 都市の活性化を図る活動
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学
童
保
育
の
新
制
度
移
行
に
当
た

り
、
多
く
の
検
討
項
目
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
庁
内
だ
け
で
は
な
く
、
外
部
委
員
を

含
め
た
検
討
委
員
会
の
設
置
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
ど
も
育
成
支
援

会
議
の
中
で
も
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

現
在
、
外
部
委
員
を
含
め
た
検
討
委

員
会
の
設
置
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

学
童
保
育
に
か
か
わ
る
各
課
で
十
分
議
論
を

重
ね
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
こ
ど
も
育
成
支

援
会
議
で
、
国
が
示
す
基
準
だ
け
で
な
く
、

そ
の
検
討
経
過
も
参
考
と
し
、
学
童
保
育

議会のうごき議会のうごき議会のうごき議会のうごき

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
文教常任委員会
建設常任委員会
総務常任委員会
幹事長会
議会運営委員会
議会広報委員会
本会議（最終日）
議会改革推進委員会

５日
６日
９日

10日

13日

17日

12月

　
ニ
ー
ズ
に
適
し
た
高
齢
者
施
策
を

高
齢
者
施
策
の
見
直
し
の
目
的
は
、

単
に
予
算
を
削
減
す
る
の
で
は
な

く
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
高
齢
者
ニ
ー
ズ
に

適
し
た
施
策
体
系
を
組
み
か
え
る
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
市
の

考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

高
齢
者
施
策
を
時
代
に
応
じ
た
持
続

可
能
な
も
の
へ
見
直
し
て
い
く
た
め

に
は
、
こ
れ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
の
「
受
け
手
」

で
あ
っ
た
高
齢
者
に
、
地
域
の
「
支
え
手
」

と
し
て
の
力
を
発
揮
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

高
齢
者
施
策
へ
の
積
極
的
な
参
画
や
社
会
参

問答

　
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
は

国
の
認
知
症
施
策
推
進
５
か
年
計
画

で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
の
本
市
で

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
認
知
症
早
期
発
見

の
た
め
の
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
づ
く
り
や

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
取
り
組
み
等
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

簡
易
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
医
師
会
で
作
成
に
向
け
た
検
討

が
行
わ
れ
て
お
り
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
つ

い
て
は
、
認
知
症
地
域
支
援
連
絡
会
の
中
で
、

地
域
で
活
用
で
き
る
社
会
資
源
の
情
報
整
理

を
行
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

問答

 

学
童
保
育
の
新
制
度
移
行
の
方
法
は

問答

　
高
齢
者
施
策
の
見
直
し
は

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
廃
止
な
ど
の
高

齢
者
施
策
の
見
直
し
は
、
高
齢
者
の

心
身
の
健
康
保
持
及
び
生
活
の
安
定
の
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と
い
う
「
老
人
福

祉
法
」
の
精
神
に
逆
行
し
て
い
る
も
の
で
、

市
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
施
策
を
総
合
的

に
展
開
し
て
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
こ
た

え
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

高
齢
者
施
策
の
総
合
的
な
見
直
し
の

目
的
は
、
こ
れ
か
ら
到
来
す
る
超
高

齢
社
会
に
向
け
た
持
続
可
能
な
福
祉
施
策
を

再
構
築
し
、
高
齢
者
の
居
場
所
と
出
番
を
創

出
す
る
た
め
発
展
的
に
施
策
を
展
開
す
る
も

の
で
、
老
人
福
祉
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問答

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
塚
　
　
　
理

　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
友
次
　
通
憲

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
睦
子

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
畑
中
　
　
剛

そ
の
よ
う
な
視
点
が
必
要
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

加
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
効
果
的
な
支
援
策

に
転
換
し
て
い
く
。

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配
置
す
る
な

ど
、
認
知
症
の
方
、
家
族
の
方
が
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
等
も
踏
ま
え
な
が
ら
、

よ
り
よ
い
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

認知症に関する広報誌
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て
い
る
の
か
。

本
市
の
図
書
館
は
、
開
館
以
来
、
市

民
の
求
め
る
資
料
や
情
報
を
積
極
的

に
収
集
・
提
供
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
は
、

司
書
が
持
つ
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

資
料
収
集
・
保
存
・
提
供
を
は
じ
め
、
学
校

図
書
館
と
の
連
携
に
よ
り
、
子
ど
も
の
読
書

活
動
を
推
進
し
て
い
く
な
ど
、
幅
広
い
世
代

が
本
と
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
、
本
市
の
地
域
性

を
加
味
し
た
企
画
・
立
案
を
考
え
て
い
る
。

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
計
画
の
中
に
財

政
計
画
を
位
置
づ
け
、
計
画
的
・
効
率
的
な

行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

現
在
、
公
契
約
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
が
、
公

契
約
制
度
調
査
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
設
置
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
調
査
検
討
し
て
い
く
の
か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、
公
契
約

制
度
の
調
査
・
研
究
を
目
的
に
設
置

し
た
も
の
で
、
公
契
約
従
事
者
の
適
正
な
賃

金
水
準
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
条
例
化
な
ど

の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
は
、
事
業

者
及
び
労
働
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
条
例
化
の
効
果
と
課
題
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
条
例
化
以
外
の
方
策
も
整
理
し
、

一
定
の
方
向
性
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
図
書
館
の
今
後
の
活
用
は

「
文
学
の
ま
ち
茨
木
」「
本
の
ま
ち
茨

木
」
を
め
ざ
す
拠
点
と
し
て
、
図
書

館
が
果
た
す
役
割
は
特
に
重
要
で
あ
る
が
、

本
市
図
書
館
の
運
営
方
針
と
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
実
績
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

問

答　
新
し
い
総
合
計
画
の
考
え
方
は

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で

の
次
期
総
合
計
画
は
、
計
画
期
間
中

に
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
と
は
違
い
、
社

会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

総
合
計
画
は
、
長
期
的
・
継
続
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る
た
め
、

計
画
期
間
中
に
人
口
構
造
が
変
動
す
る
な
ど

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
基

本
構
想
の
10
年
に
対
し
て
基
本
計
画
は
５
年

問答

　
今
後
の
公
契
約
制
度
の
検
討
は

問答

　
公
募
に
よ
る
教
育
委
員
の
採
用
を

子
育
て
が
し
や
す
く
、
ま
た
安
心
し

て
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
は
、
教
育
委
員
会
の
施
策
の
充

実
が
望
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、
地
域
住
民
の
意

向
を
教
育
の
分
野
に
反
映
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
携
わ
っ
て
い
る

方
を
公
募
に
よ
り
委
員
と
し
て
採
用
し
て
は

ど
う
か
。教

育
に
係
る
課
題
は
、
学
校
教
育
、

青
少
年
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
財

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
公
募
に
よ

る
採
用
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
他
市
の
成
功
事
例
を
参
考
と
し
、

関
係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
、
そ
の
手
法
等

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問答

平成25年度補正予算を可決
平成 25年度 12月補正予算が可決されました。

　◆一般会計補正予算（第２号）
　　・公共施設の安全対策費など（1,062,590 千円）
　　　を追加し、83,385,265 千円
　◆公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　　・合併処理浄化槽の整備費など（59,044 千円）
　　　を追加し、8,330,044 千円

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
浩

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
総
司

　◆請願第５号
　　乳・幼児期から学童期までの保育・学童保
　　育、子育て支援施策の拡充を求めることに
　　ついて　…………………………   【不採択】

　12 月定例会に提出された請願は、民生常
任委員会の審査を経て、12月 17日の本会議
で採決の結果、次のとおり決定しました。

請　願
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